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万博史上初! 世界の安全専門家が日本に集結!
Global Initiative for Safety, Health & Well-being 

@EXPO2025 and Beyond（GISHW)による

「安全・健康・ウェルビーイング」イベントの大阪・関西万博での開催

日時: 2025年2月21日

日本発「協調安全」の考え方と日本発「SA・RSA・SO安全資格制度」
の国際浸透に向けた世界への発信
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THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND

HIGH-LEVEL SUMMIT INTERNATIONAL SYMPOSIUM

WORLD ASSEMBLY ILO YOUTH CONGRESS EXHIBITION/THEME PARK

FESTIVAL

The First Safety, Health & Well-being event in EXPO history!

INTERNATIONAL STANDAEDIZATION FORUM (July 16, 2025)

COMPANY TOURS SIDE EVENTS

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 
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THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND

➢ SUMMIT EXPO内
➢ WORLD ASSEMBLY EXPO内＋INTEX大阪
➢ INTERNATIONAL SYMPOSIUM EXPO内＋INTEX大阪
➢ FESTIVAL EXPO内
➢ ILO YOUTH CONGRESS EXPO内
➢ EXHIBITION / THEME PARK EXPO内＋INTEX大阪
➢ INTERNATIONAL EXPO内

STANDARDIZATION FORUM

「安全・健康・ウェルビーイング」デイズ・プログラム

2025年7月16日～19日に下記７つのイベント開催
（2025年7月15日企業・現場見学会開催）

シンポジウム・国際会議・展示会でこれからの
安全やウェルビーイングを世界の専門家と共に討議・推進する場

https://gishw.com
3

EXPO HALL（MAX 2,000名）

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

https://gishw.com/
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THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

国際標準化活動は、未来の働く環境における 安全・健康・ウェルビーイングを支える重要な基盤です。国際的な基
準が整備されることで、企業はより安全で健康的な職場環境を実現し、グローバル市場での競争力を強化すること
ができます。本フォーラムは、ISOとIECのトップと共に、万博の場で国際規格の重要性を話し合う史上初の機会で
あり、また世界中の専門家が一堂に会し、標準化の必要性や最新の動向について議論を深めます。

今後の国際規格の方向性を把握することで、企業は変化に柔軟に対応し、持続可能な成長に向けた戦略を構築す
ることが可能になります。企業経営戦略において、国際標準化の動向を理解し、市場競争力の強化につなげること
は極めて重要です。標準化のプロセスに関与することで、自社の技術や知見を活かし、業界全体ひいては世界の
発展に貢献することができます。本フォーラムを通じて、最新の知見を深めていただき、今後の取り組みにぜひお
役立てください。

国際     ーラム

July 16, 2025

      日    会

 日    

日本から発信された、人・機械・環境を ICT 技術で連携し、安全性と生
産性を同時に向上させる「協調安全」という新しいアプローチを解説する
IEC 白書”Safety in the Future"

・2020年に経産省支援で日本発IEC
白書“Safety in the Future”発行。
ホリスティックアプローチの重要性を訴求。
・IEC ACOSから日本提唱の国際規
格「IEC GUIDE 127」が日本主導で
2025年に発行予定。
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1st Executive Meeting @23rd WCSH Sydney

November 27, 2023 
2nd  Executive Meeting @Intex Osaka

November 13, 2024 

THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND
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2016年にIGSAPを創業し、以来、理事（兼）エグゼクティブ委員会委員長を務める。日本発の新しい協調
安全の普及・促進や国際標準化に向けて国際機関との仲間づくりが必要であることから、国際連携等を中
心的に推進中。現在EXPOにおけるGISHWイベントの責任者を務める。

2003年に日本認証（株）を創業し、それ以来代表取締役会長を務める。日本における認証事業構築の必要
性をNECA会員企業の有志に呼びかけ、日本認証の中核事業として、SA関連資格事業を推進すると共に、
経産省からのご支援を受け、協調安全の国際標準化事業を推進。

1999年から2024年までの25年間に亘り、NECAの制御安全委員会委員長並びに副会長を務める。
NECAの制御安全委員会活動において、スキームオーナーとしてSA資格認証制度を設立。

2008年9月SA協議会を設立。2016年には、活動の基盤強化等を図るため（一社）セーフティグルーバル
推進機構（以降IGSAP）へ総会決議により合流し、2019年に「セーフティアソシエイツ協議会」へと発展改
組。資格者の社会的認知度、地位向上、技術力向上、資格者間情報交換の円滑化等を目的に様々な活動を
展開。

2001年からSIAS国際会議に参加し、2005年以降はSA資格認証制度等の重要性を日本から発信し、国
際標準化の重要性を提唱。2005年からSIAS(Safety of Industrial Automated Systems) 
Scientific Committeeのメンバーを務める。近年は協調安全の重要性を多くの仲間と世界へ発信。

GISHW Executive Committeeチェア。向殿先生提唱の「マイナスからゼロ」にとどまらず、「ゼロから
プラス」を目指す協調安全の推進を目的とし、国内外の仲間づくりを進める。大阪万博の場を活用し、世界
各国から「安全」・「健康」・「ウェルビーイング」の専門家を招き、新しい安全や資格制度の重要性について、
技術展示会やシンポジウム等の様々なイベントを開催計画を推進中。

Global Initiative for Safety,
Health & Well-being
at EXPO2025 and Beyond

過去25年間における藤田俊弘の主な活動内容

International Conference on 
Safety of Industrial 
Automated Systems

日本のモノづくり産業の中核であるロボット分野の工業会活動や国際標準化活動に参加し、その後、2010
年から2024年まで一般社団法人日本ロボット工業会（JARA）理事を務め、技術委員会副委員長等を兼任。

国連専門機関のILOが主導する、Global Coalition for Safety and Health at Work,Task Group 
on Vision Zero at the Enterprise Levelという、世界中の企業に安全・健康・ウェルビーイング
（Vision Zero）を実現するための活動に、2020年からアジアを代表しての参画を要望された。 Vision 
Zero Summit Japan 2022を日本サイド責任者として推進し、大阪関西万博イベント開催へ繋がった。
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日本からの新たな考え方
「協調安全」の提唱

国際安全標準
の黒船来航

ウェルビーイングを重視する
欧州からのVision Zero潮流

日本での安全国際会議
VZSJ2022大成功！

グローバルイニシアチブGISHW発足

「安全・健康・ウエルビーイング」
が世界初の万博テーマに！

万博での仲間づくりを契機に日本が
国際標準化やロボット産業創成をリード

継続的にテクノロジー・インバウンド
を実行し、サウジアラビアへ繋ぐ！

第2回GISHW会議で「国際
標準化フォーラム」開催決定

2000年から2030年までの30年間の「安全・健康・ウェルビーイング」の歴史と展望
日本の取るべきリーダーシップとそのチャンス到来！

2000年 2030年
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内容

1）日 が目指す新しい時代の安全・安心・ウェルビーイングと生産性向上の考え方

→ 1980年代からの世界の安全国際  潮流について
→ 2015年日 発提唱の 調安全とポジティブ安全とは？

2）国際的な仲間づくりと海外機関と連携推進

→ SIAS2024 ィンランド国際会議での 調安全の浸透
→ Vision Zero Summit Japan 2022の成功による国際連携ネットワークの拡大

3）日 が安全・安心・ウェルビーイングと生産性向上のリーダー国となるビジョン

→ 国際会議と国際展示会の日 定期開催による国際   リーダーシップ
→ EXPO2025での2000 の海外専門家との世界初イベントによるトリガー
→ 経済産業省・日    会・工業会 & 国際機関・海外有識者との連携継続
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Safety 0.0 Safety 1.0 Safety 2.0

Safety + Well-beingSafetyCaution!

安全の考え方の20年周期での変化と
日本から提唱している協調安全（ロボットをライオンで示す）

9

1980 2000 20201970 1990 2010 2030
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Safety 0.0 Safety 1.0 Safety 2.0

Safety + Well-beingSafetyCaution!

10

1980 2000 20201970 1990 2010 2030

欧州主導 日本提唱・主導

安全の考え方の20年周期での変化と
日本から提唱している協調安全（ロボットをライオンで示す）
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Safety 0.0 Safety 1.0

SafetyCaution!

11

1980 2000 20201970 1990 2010 2030

ISO/IECガイド  

ISO 機  IEC    
Ａ

Ｃ

Ｂ

基本安全規格：
全ての規格類で共通に利用でき
る基本概念,設計原則を扱う規格

グループ安全規格：
広範囲の機械類で利用できるよう
な安全，又は安全装置を扱う規格

個別機械安全規格：
特定の機械に対する詳細な安全要件を規定する規格

製品例 ： 工作機械，産業用ロボット，鍛圧機械，無人搬送車，輸送機械など

インタロック  (ISO14119)
ガードシステム  (ISO14120)
システム安全  (ISO13849-1)
安全関連部品  (ISO13849-2)
安全距離  (ISO13854～13857)
非常停止  (ISO13850)
再起動防止  (ISO14118)
両手操作装置  (ISO13851)
マットセンサ  (ISO13856)
危険物質 (ISO14123)
高所/階段類 (ISO14122)
産業            (ISO11161)

  設備安全  (IEC60204-1)
スイッチ類    (IEC60947-1)
  制御用スイッチ    (IEC60947-5-1)
非常停止用スイッチ  (IEC60947-5-5)
イネーブルスイッチ  (IEC60947-5-8)
検知センサ  安全  (IEC61496-1)
光 式検知センサ安全  (IEC61496-2)
光反射式検知センサ安全  (IEC61496-3)
安全関連 子制御システム (IEC62061)
  的機能安全  (IEC61508)
防爆安全  (IEC60079)
ＥＭＣ  (IEC61000)

機 類の安全性
－設計のための  原則
－リスクアセスメント及びリスク低減

(ISO 12100）

制御安全技術分野の国際規格体系
ISO/IEC規格の3階層構成欧州標準の黒船来航

・・・・

安全の考え方の20年周期での変化と
日本から提唱している協調安全（ロボットをライオンで示す）
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Safety 0.0 Safety 1.0 Safety 2.0

Safety + Well-beingSafetyCaution!

1980 2000 20201970 1990 2010 2030

・2020年に日本発IEC白書
“Safety in the Future”発行。
ホリスティックアプローチの重要性を訴求。
・IEC ACOSから日本提唱の国際規格
「 IEC GUIDE 127」が日本主導で
2025年に発行予定。

安全の考え方の20年周期での変化と
日本から提唱している協調安全（ロボットをライオンで示す）
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Safety 0.0 Safety 1.0 Safety 2.0

Safety + Well-beingSafetyCaution!

安全の考え方の20年周期での変化と
日本から提唱している協調安全（ロボットをライオンで示す）
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経済産業受託事業： 協調安全の国際標準化

Hop:2019

協調安全の認知活動

➢IEC White Paper 発行（２０２０年１１月）

➢ACOSでの協調安全ガイド開発着手（2020年3月ACOS会議でTF設置決定）

➢ACOS TF on CS設置（IECでの協調安全の体制協議、ガイド開発）

Step:2022

協調安全に関する規格化活動開始

➢協調安全のガイド発行承認（2025年3月）

➢SyC SMに規格開発検討するアドホックグループ７設置

➢協調安全の水平的な規格（第一弾）NP提案（2025年2月）

Jump:2025

協調安全に関する規格のシリーズ化と社会実装の促進

➢協調安全（シリーズ規格の第2弾）NP提案、グループ規格の開発着手

➢協調安全の社会実装促進（例：ロボットシステムなど製造業）

➢協調安全の海外賛同者作りの為の活動推進

2019年度から2024年度まで6年間経済産業省の受託 業として
 調安全の国際   を実施、2025年度から3か年も提案中。
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(a) 
Manufacturing.

(b) Civil 
engineering and 

construction

(c) Medical and 
nursing care

(d) Logistics 
and transport

(e) 
Infrastruct

ure

協調安全はさまざまな産業分野に適用できるため、分野共通の指針が必要

(f) 
Agriculture.

Collaborative safety

(G) 
Amusement

IEC ACOSで討議された
 調安全に関するIECガイドの必要性

システム

Environment

■静的情報
・Qualification （資格：         資格等）
・Roll （役割：保全員、管理者等）
・Career （職務経験）

■動的情報
・Health （健康状態：脈拍、体温等）
・Behavior （行動：咄嗟の行動等）
・Location （作業者の位置）

■動作
・Action （操作：停止    を押す等）

Human

■現在の状態情報
（サーボON／OFF ハンドON/OFF  低速/高速
プログラム動作中,停止／協働運転中 高温等）

■予告情報
（アーム到着位置/旋回範囲/動作方向/
センシング位置等）

人 機械

環境

Machine

協調安全に関するIECガイドの開発を日本から提案
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2018 2020 202220212017

Presentation of the 
concept of collaborative 

safety at the ACOS 
Workshop and ACOS 

Plenary Session in Tokyo

ACOS Workshop

Factory Tour

ACOS Plenary Session

2019

Presentation on 
the need for an 

IEC guide on 
collaborative 

safety

ACOS Plenary 
Meeting

(Delft, The 
Netherlands) 

Presentation on 
the need for an 

IEC Guide on 
Cooperative 

Safety. 
Discussed 

definitions, etc.

ACOS Plenary 
Session
(Berlin, 

Germany) 

Proposed a draft 
of the IEC Guide at 
the ACOS plenary 
meeting.
TF is established.

IEC Draft Guide

Held 5 TF meetings to discuss 
the draft guide

It was decided 
that the TF will 
continue to brush 
up the draft guide 
at the ACOS 
plenary meeting.

January 2022
At the ACOS 
plenary, it was 
decided to 
merge the two 
task forces on 
collaborative 
safety into one.

IEC White Paper on 

Cooperative Safety 

Issued by MSB

Held 5 TF meetings to 
discuss the draft guide

Held many 
TF meetings.

Proposed new draft 
guide in line with the 
White Paper 
(December 2021)

machineshumans

operational 

environment
interaction

October 
2022
Guide 
developm
ent was 
approved 
at ACOS 
San 
Francisco 
meeting.

Held 7 TF 
meetings to 
discuss the 
draft guide

2023

Based on the 
recommendations 
of the IEC White 
Paper, a TF was 
established under 
the ACOS

Guide 
develo
pment 
was be 
approv
ed at 
SMB
and

circulat
ed to 
NCs

IEC 
guide 
on 
collab
orative 
safety 
was  
registe
red as 
Guide 
127 

Held 6 TF 
meetings to 
discuss the 
draft guide

The 
draft 
guide 
to be 
INF doc 
and 
was 
circulat
ed

2024

IEC 
guide 
on 
collabor
ative 
safety 
to be 
submitt
ed to 
SMB

Held 7 TF meetings to 
discuss the draft guide

2025

IEC 
guide 
on 
collabor
ative 
safety 
was 
reviewe
d by 
TC/SCs

IEC guide on 
collaborative 
safety to be 
published

IEC Guide 127
「協調安全システムにおける安全関連のリスク
評価とリスク低減のためのガイドライン」

2025年7月発行予定

IEC ACOSでの
日 から提案の 調安全に関するIECガイド127の開発進捗状況



1717

 調安全に関するIECガイド127の概要

machineshumans

operational 
contextinteraction

Figure 3: Tripartite system for safety

 と機 と環境が情報を
やり取りすることで安全を構築

Design

Risk 

Risk remaining( residual risk ) after design

Step 1: Inherently safe design

Step 2: Guards and protective devices

Step 3: Information for use

・on the product or its packaging
‐warning signs, signals

‐warning devices

・in the instruction for use, 

information or training 

(where necessary)

Collaborative safety risk 

reduction 

Risk reduction measures taken during design

・Additional protective measure

・Training/personnel competency

・Organization of work, application equipment and supervision

・Personal protective equipment

Use or 
Operation 
or both

Residual risk after 

measures applied by 

supplier

Figure 4 – Principle of risk reduction

(based on ISO/IEC GUIDE 51:2014, Figure 3)

３ステップメソッドのStep２と３、
およびユーザによるリスク低減方策において有効
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協調安全の第一弾規格 SC65AにNP提案

NPとは
New Work Item Proposal（新業務項目提案） 具体的には規格開発業務の実施を提案

SC65Aとは
IECの技術委員会TC65（産業プロセス計測・制御）の下にある小委員会で、主に産業オートメーションに関連するシステム
の一般的な要件に関する国際標準の策定を担当している。主な規格としてIEC61508（機能安全の基本規格）など

開発する規格タイトル
Human-machine collaborations Part 1: Coordination of multiple risk assessments
・スコープ
製造システムにおける人間と機械の共存及び／又は協働 を実施するために、システムの異なる利害関係者がそれぞれ
実施する複数のリスク評価を調整し、その結果を利害関係者間で交換するための用語及び基本原則を提供

背景
＊リスクアセスメントにおける情報共有の重要性
・協調安全を実現するには、リスクアセスメントの段階で設計者、インテグレータ、使用者が協業し、リスク低減を効果的に
進めるための仕組みが必要
＊既存規格の課題
・JIS B9700（ISO12100）：設計者のみを対象とした規定であり、使用者との協業には対応していない。
・ISO 11161（統合製造システムの安全）およびJIS C0511（IEC 61511、プロセス産業向け機能安全）：システムの観点で
設計者と使用者の関係を扱うが、特定の分野に特化しており、汎用性に欠ける
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協調安全の規格構造体系案（将来的）
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日本生まれのSA資格認証制度の発展とそのグローバル化の展望
日本から世界に通じる安全要員資格へ

経済産業省基準認証
研究開発事業の下、国
際規格に基つく安全技
術を理解し、現場に 機
械安全の考え方を根付
かせる人材育成の仕組
として構築

セーフティアセッサ資格
制度の創設

2004

厚生労働省による機械安
全教育通達（基安発
0415第3号）に対する、
SA資格の有効性の公表

2019年5月 JIS B 9971
「機械安全に関する要員の
力量」が制定。
SA資格制度の力量区分を
元に、NECAが中心となって
原案作成

JIS B 9971 の制定

2009

2014年4月、通達で求めら
れる「設計技術者、生産技
術管理者に対する機械安
全教育」に対するSA資格の
有効性が、基安安発0415
第1号で公知

2014 2015 2019 2020

NECA-IEC 安全要員
認証制度 MOU調印

セーフティシニアアセッサ
(SEA)資格の創設

セーフティベーシックア
セッサ機械安全運用
分野(SBA-Mo)資格
の創設

セーフティベーシック
アセッサ(SBA)資格
制度の創設

（参考）NECAでの要員に関する基準認証事業

2004年(H16)～2006年(H18)
基準認証開発事業「産業オートメーションにおける安全の標準化」
WG4A：セーフティアセッサ制度の標準化

2014年（H26）～2016年（H28）
社会ニーズ（安全・安心）・国際幹事等輩出分野に係る国際標
準化活動
（H28：戦略的国際標準化加速事業（政府戦略分野に係る
国際標準開発活動））
「機械安全に関する能力基準の定義に関する国際標準化」

2017年（H29）~2019年（H31）
工業標準化推進事業委託費（戦略的国際標準化加速事業：
政府戦略分野に係る国際標準開発活動）
「機械安全に関する要員能力及びその認証手順の国際標準化」

2016

2016年 IECEE / 
Policy and Strategy 
Committee (PSC) 

＠SPRING, 
Singapore に参加

2017

日本からの働きかけで
IEC/IECEE に

要員認証タスクフォース
設立

IEC/IECEE でタスク
フォースから常設のワー
キンググループ(IECEE 
CMC WG34)に昇格

日本代表委員が主査
(コンビーナ)

2022

IEC/IECEE
要員認証制度の
基本規定（Rules 
of Procedure:
RoP）の制定

SA制度/JIS B 9971 
を基に策定した機械安
全分野の要員認証制
度を再優先
機能安全、サイバーセ
キュリティ、協調安全等
の要員認証も視野

現在

IEC/IECEE
要員認証制度

運用開始の最終調整段階

IEC東京大会
時にNECA＆
IEC/IECEE
幹部会合

2025/2/12-13@米国での
WG34会議の様子

タイ泰日技術協会（TPA）
へのSA制度の展開

2015年10月からタイ人講
師、タイ語テキストで講習会、
資格認定試験を開始
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Safety 

Management 

Forum

エグゼクティブ委員会
Safety 
Management 
Forum

ロボット委員会 建設委員会
モノづくり
委員会

Safety2.0 
委員会

協調安全
国際標準化委員会

セーフティ
アソシエイツ
協議会

セーフティ
アセッサ部会

セーフティ
オフィサ部会

ロボット
セーフティ
アセッサ部会

総会   会

向殿安全賞審査委員会 務局

[戦略立案] [業界別分野] [技術・国際   分野] [要員資 者交流会]

IGSAP委員会構成と2024年訪欧日本代表団
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Safety 

Management 

Forum

エグゼクティブ委員会
Safety 
Management 
Forum

ロボット委員会 建設委員会
モノづくり
委員会

Safety2.0 
委員会

協調安全
国際標準化委員会

セーフティ
アソシエイツ
協議会

セーフティ
アセッサ部会

セーフティ
オフィサ部会

ロボット
セーフティ
アセッサ部会

総会   会

向殿安全賞審査委員会 務局

[戦略立案] [業界別分野] [技術・国際   分野] [要員資 者交流会]

IGSAP委員会構成と2024年訪欧日本代表団

2024年6月訪欧日本代表団
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12-13,June 2024 Tampere, Finland

International Conference on the 

Safety of Industrial Automated Systems – SIAS 2024

・・・・

SIAS会議での主たる日 企業等からの講演者の所属

23Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 
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International Conference on the Safety of Industrial Automated Systems(SIAS)  

SIAS Hosting Countries: 1999 - 2026

Safety 2.0

Safety + Well-being

Safety 1.0

Safety

24
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International Conference on the Safety of Industrial Automated Systems(SIAS)  

SIAS Hosting Countries: 1999 - 2026

23years

25

（参加企業・機関が限定）

（参加企業が大幅に増加し
連携して日本の底力発揮）
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1999 2001 2003 2005 2007 2010 2012 2015 2018 2021 2024

Japan Germany France Canada Finland

USA U.K. Poland Sweden Switzerland

Czech Republic Italy The Netherlands Austria Norway

Thailand Brasil China Estonia

SIAS安全国際会議での各国別累計発表件数推移

（ ）
2000年代のドイツリードの安全技術力に、2024年には日 が肩を並べる
状況を実現、ドイツと連携して世界をリードできる兆候が見える所へきた。
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G7
（Group of Seven）

S7
（Safety of Seven）

G7 and  S7
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Japan, 3

Germany, 24

France, 7

Canada, 6

Finland, 2

USA, 3

U.K., 3

その他

3

Japan, 22

Germany, 10

France, 3

Canada, 3

Finland, 7

U.K., 3
その他

2

SIAS発表件数国別比較 2001年(Bonn) vs 2024年(Tampere)

2001年
Bonn, Germany

2024年
TAMPERE, FINLAND

・・・・
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Japan, 22

Germany, 10

France, 3

Canada, 3

Finland, 7

U.K., 3
その他

2

2026年SIAS日本開催誘致成功
テクノロジー・インバウンド＆インダストリー・インバウンドの推進

2024年
TAMPERE, FINLAND

・・・・



30Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

Vision Zero Summit Japan 2022 OFFICIAL BOOKLET

VZSJ2022 OFFICIAL BOOKLET(JPN)

VZSJ2022 OFFICIAL BOOKLET(ENG)

With one click , you can explore over 200 lectures delivered by top 
executives, leaders, and safety experts from around the world.

VISION ZERO TOKYO DECLARATION
https://japan.visionzerosummits.com/japan-2022/tokyo-declaration/

Vision Zero Summitの最終日に発出されたWell-beingな社会実現に向けての東京宣言
これからの安全・健康・ウェルビーイング実現への企業の羅針盤

https://institute-gsafety.com/wp/wp-content/uploads/2022/07/95ce4b63a31c81e1d23aa2f99baadd25.pdf
https://institute-gsafety.com/wp/wp-content/uploads/2022/08/7e07c5a06170d872fe8adb7d4b8e1de5.pdf
https://japan.visionzerosummits.com/japan-2022/tokyo-declaration/
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世界幸福度(ウェルビーイング)ランキング2024年（World Happiness Report 2024 ) 

「国際幸福デー」の3月20日、国連の持続可能な開発ソリューションネットワーク
（SDSN）は 2024年版の「世界幸福度報告書」を発行し、世界幸福度ランキングを発
表した。IGSAPがビジョンゼロ推進に連携する国々は軒並み上位にランキング：
フィンランド（7年連続1位）、デンマーク（2位）スウェーデン（4位）ノルウェー（7位）
カナダ、英国、、、日本は2018年:54位、2019年:58位、2020年:62位、2021
年56位、2022年54位、2023年47位、2024年 51位(143ヶ国中)。

1位 フィンランド
（7年連続）

2位 デンマーク

51位 日本
（54位→58位→62位→56位→54位→47位→51位）

7位 ノルウェー

3位 アイスランド

4位 スウェーデン

20位 英国

15位 カナダ

・Global Coalition TGでの連携
・第2回VZサミット日本開催

・Safety, Health, Well-beingの
三位一体推進と協調安全の推進

深い連携・交流

https://happiness-report.s3.amazonaws.com/2024/WHR+24.pdf

1.         Finland(7.741)
2.         Denmark(7.583)
3.         Iceland(7.525)
4.         Sweden(7.344)
5. Israel(7.341)
6. Netherlands(7.319)
7.         Norway(7.302)
8.         Luxembourg(7.122)
9.         Switzerland (7.060)
10.       Australia (7.057)
11.       New Zealand(7.029)
12.       Costa Rica(6.955)
13.       Kuwait (6.951)
14.       Austria(6.905)
15.       Canada(6.900)
16.       Belgium(6.894)
17.       Ireland(6.838)
18.       Czechia(6.822)
19.       Lithuania (6.818)
20.       United Kingdom(6.749)

Rank    Country

31
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IGSAP向殿会 が提唱する新しい労働安全の概念

ゼロからプラスへ

・安全性と生産性の両立
・安心感やWell-beingの向上

マイナスからゼロへ

・事故削減
・リスクの低減

従来のアプローチ
機械安全

機能安全

これからのアプローチ
協調安全

従来の労働安全衛生は、ケガや事故、精神的なストレスによる不調、心労、支障などにつながるリスクを
払拭するといった面を対象として、主としてマイナスからゼロにする活動でありましたが、新概念ではマイ
ナスからゼロにする考え方、活動をしっかりと実施したうえで、ゼロからプラスに向けて、働く人が前向き
に、いきがい、やりがいを持って仕事が出来る安全方策も実施するということです。

IGSAPが世界と共に目指すグローバル社会で進められているコンセプト
「ゼロからプラスへ」 を指向する安全のその先 ウェルビーイングへ

ー

＋

32
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トヨタグループ内で 調安全実証のため
 調安全ガイドラインを策定

トヨタ自動車が解決案の1つとして着目した 調安全を、多くの企業での実証  
 により、従来の機 安全(Safety 1.0)と同等以上の安全性を確保しながら、生産性
を両立し、ウェルビーイング（安心感・働きがい）の向上も目指す。

33

日本リードで産業創成するために目指すところ
IGSAPモノづくり委員会

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 
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国内外モノづくり現場での
 調安全の実証と具体的実装推進

トヨタの 調安全ガイドライン

モノづくり委員会
協調安全ガイドライン
の世界普及検討

国内外での 調安全
の   と社会変革

トヨタグループ内での
 調安全の実証

ロボット政策室
国際電気標準課

＋日独連携

日独が連携して推進すれば
国際標準化も産業創成も可能

協調安全
国際標準化
JIS/ISO/IEC

日本リードで産業創成するために目指すところ

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 



35Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

From Vision Zero Summit Japan 2022 to EXPO2025 
ー Vision Zero across the Globe ー

Vision Zero Summit Japan
May, 2022

Global Network

ILO, WHO, EU, DGUV, IOSH, etc.
Global companies around the world

Growing needs for improved well-
being

Work style reforms accelerated by Covid-19
DX, EX, Sophistication of technology
Mental trouble increasing 
Climate change 
Well-being technology.

From OSH of Experts 
to SHW of Global Citizens

Holistic approach
Human resource development
Education for children 

A great opportunity
to disseminate the Vision Zero concept of 
Safety, Health, and Well-being 
internationally, 
in line with the theme of EXPO2025
“Designing Future Society for Our Lives” 

“Designing Future Society for Our 
Lives” 

Vision Zero
Across the globe

Safety

Wellbeing

Health

Task Group on Vision Zero at Enterprise Level

Organizers/

Co-organizers

Supporter

s

日本経済新聞社
グローバルイベントユニット

Sponsors

35

未来への贈り物 80億人の安全・健康・ウェルビーイング
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Meeting on GISHW on June 10, 2024 at Messe Dusseldorf, Germany

36
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MoU signing ceremony aimed at achieving success 

of GISHW (@Messe Dusseldorf, June 10, 2024)

37
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ILO 事務局長 (Director-General)
Gilbert F. Houngbo ジルベール・F・ウングボ氏

との会談（2024年6月17日）

© Violaine Martin / ILO

June 17, 2024 @ILO Headquarters, Geneva 

38
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WHO訪問
Dr. Maria Neira, Dr. Ivan Ivanovと会合
2024.06.18 Geneva

39
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THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND

➢ SUMMIT EXPO内
➢ WORLD ASSEMBLY EXPO内＋INTEX大阪
➢ INTERNATIONAL SYMPOSIUM EXPO内＋INTEX大阪
➢ FESTIVAL EXPO内
➢ ILO YOUTH CONGRESS EXPO内
➢ EXHIBITION / THEME PARK EXPO内＋INTEX大阪
➢ INTERNATIONAL EXPO内

STANDARDIZATION FORUM

「安全・健康・ウェルビーイング」デイズ・プログラム

2025年7月16日～19日に下記７つのイベント開催
（2025年7月15日企業・現場見学会開催）

シンポジウム・国際会議・展示会でこれからの
安全やウェルビーイングを世界の専門家と共に討議・推進する場

https://gishw.com
40

EXPO HALL（MAX 2,000名）

Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

https://gishw.com/
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https://youtu.be/0Yk0fKzLM2o?si=Wvp9ajxyI1j-AiNZ

 日  様 /GISHW Executive Committee

（日    会（JSA）   ）

Global Initiative for Safety, Health & Well-being @EXPO2025 and Beyond
「国際標準化フォーラム」の案内と参加を募るメッセージ（GISHW.COM)

https://gishw.com/standardisation-programme/

Dr. Sung Hwan Cho, ISO President Mr. Jo Cops, IEC President

https://youtu.be/0Yk0fKzLM2o?si=Wvp9ajxyI1j-AiNZ
https://gishw.com/standardisation-programme/


42Copyright 2025 IGSAP All rights reserved. 

ILO standards, 

WHO guidelines,

EU Directives, 

International 

Standards

(ISO, IEC)…

International 

Promoters

Developers & producers of 

state-of-the-art

wellbeing technologies

Technical Professionals

AI, Robot, IOT, AMR, 

Production, 

Engineering

Safety, Health, Wellbeing
Experts

Sharing and inspiring 

others with their 

insightful expertise, 

engaging with a wide 

range of stakeholders.

Corporate Executives, 
Leaders, and 
Managers

Boost employee 

engagement and 

productivity while

Contributing to 

society

GISHW

42

THE GLOBAL INITIATIVE 
FOR SAFETY, HEALTH AND WELLBEING @EXPO2025 AND BEYOND

https://gishw.com/ja/home-jp/
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GISHW Supporters & Collaborators

（申請中） （申請中）

The logos displayed represent institutions and companies that are jointly promoting the improvement of workers' safety, health, and well-being.

表示されているロゴは、地球 模での働く の安全、健康、そしてウェルビーイング向上を目指し、志をともに活動をしている方々が所属する機
関・企業・大学等を表しています。
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まとめ
日本の様々な機関・企業の皆様もGISHW活動へご参画ください

20230407 S.FUJITANI

2014

Grow

Safety・Health・Well-being for All

「visionzero summit」の画像検索結果

2023        

Flourish

2030

Sprout

Plant a seed of 

Vision Zero

2017 2019 2021 2022 2024 2025

European Agency for Safety and Health at Work

https://www.ttl.fi/wp-content/uploads/2019/06/vision-zero-forum-logo-2019-ENG-300x150.jpg

Logo

Sowing the seeds of

Vision Zero

2026

https://www.google.com/url?sa=i&url=https://niva.org/vision-zero-summit-in-helsinki-12-14-november/&psig=AOvVaw3306Ld1v3iPGeCiOEa7rzC&ust=1584940292465000&source=images&cd=vfe&ved=0CAIQjRxqFwoTCMiIzPOoregCFQAAAAAdAAAAABAD
https://osha.europa.eu/en
https://www.ttl.fi/en/training-and-advisory-services/vision-zero-forum/
https://fiorp.org/
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GISHW活動の背景となる歴史
「実践！ウェルビーイング」（日経BP社）において解説

GISW参加組織、今回来日者を含めた国際連携により、ウエル
ビーイング、ビジョンゼロに関する考え方、発展経緯、多くの実
例等をまとめた書籍を出版。

実践！ウェルビーイング 世界最強メソッド「ビジョン・ゼロ」
| 一般社団法人セーフティグローバル推進機構 |本 | 通販 | 
Amazon

英国・デンマーク・スペイン・フィンランド・ドイツ・日本
の専門家による共同執筆

https://www.amazon.co.jp/%E5%AE%9F%E8%B7%B5%EF%BC%81%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0-%E4%B8%96%E7%95%8C%E6%9C%80%E5%BC%B7%E3%83%A1%E3%82%BD%E3%83%83%E3%83%89%E3%80%8C%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%BC%E3%83%AD%E3%80%8D-%E4%B8%80%E8%88%AC%E7%A4%BE%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E6%8E%A8%E9%80%B2%E6%A9%9F%E6%A7%8B/dp/4296202111/ref=sr_1_5?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=27TTU2APTOW12&keywords=%E5%AE%9F%E8%B7%B5%EF%BC%81%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0&qid=1682469948&sprefix=%E5%AE%9F%E8%B7%B5+%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0%2Caps%2C227&sr=8-5
https://www.amazon.co.jp/%E5%AE%9F%E8%B7%B5%EF%BC%81%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0-%E4%B8%96%E7%95%8C%E6%9C%80%E5%BC%B7%E3%83%A1%E3%82%BD%E3%83%83%E3%83%89%E3%80%8C%E3%83%93%E3%82%B8%E3%83%A7%E3%83%B3%E3%83%BB%E3%82%BC%E3%83%AD%E3%80%8D-%E4%B8%80%E8%88%AC%E7%A4%BE%E5%9B%A3%E6%B3%95%E4%BA%BA%E3%82%BB%E3%83%BC%E3%83%95%E3%83%86%E3%82%A3%E3%82%B0%E3%83%AD%E3%83%BC%E3%83%90%E3%83%AB%E6%8E%A8%E9%80%B2%E6%A9%9F%E6%A7%8B/dp/4296202111/ref=sr_1_5?__mk_ja_JP=%E3%82%AB%E3%82%BF%E3%82%AB%E3%83%8A&crid=27TTU2APTOW12&keywords=%E5%AE%9F%E8%B7%B5%EF%BC%81%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0&qid=1682469948&sprefix=%E5%AE%9F%E8%B7%B5+%E3%82%A6%E3%82%A7%E3%83%AB%E3%83%93%E3%83%BC%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%82%B0%2Caps%2C227&sr=8-5
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